
東北中央自動車道の整備状況及び交通状況等
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東北中央自動車道の概要
■東北中央自動車道は福島県相馬市から秋田県横手市で秋田自動車道に連結する総延長約268㎞の高規格道路。
■現在、山形県内において、福島～新庄間が東北中央自動車道で繋がっており、新庄市以北では３事業を展開中。

■東北中央自動車道位置図
※詳細な整備状況図は、次ページ参照
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東北中央自動車道（相馬IC～横手JCT）の整備状況
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：開通中

：事業中

凡 例

その他道路凡例

道路種別

：東北中央道

：高規格道路

：一般国道

▼東北中央自動車道の整備状況
(令７年３月現在)

全長 約268㎞

開通済 248㎞ (92％)

事業中 20㎞ (8％)



3

③東北中央自動車道沿線地域における工業地地価の状況等

①令和6年7月豪雨災害時における東北中央自動車道の交通状況

②東北中央自動車道開通に伴う山形・福島県間の交通状況
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東北中央自動車道における最近の交通状況等
■今回の協議会においては、WISENET（ワイズネット）2050※ の実現といった観点に着目し、東北中央自動車道の最近の交

通状況等、以下に示す３点について報告。

※WISENET（ワイズネット）2050の概要
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WISENET2050概要 -国土交通省予算概要（令和７年度道路関係予算概要）－

◆令和７年度道路関係予算概要（令和７年1月）の、「Ⅰ はじめに ～道路の機能と目指すべき将来像～」において、「2050年、WISENET（ワイズ
ネット）の実現」が明記。WISENETの実現に向けて、一部内容を紹介。
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WISENET2050概要 -国土交通省予算概要（令和７年度道路関係予算概要）－
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WISENET2050概要 -国土交通省予算概要（令和７年度道路関係予算概要）－

先進的な政策展開により、新時代の課題解決と価値創造に貢献しますWISENETのコンセプト

観光立国の
推進

低炭素で

持続可能な

道路の実現

交通モード間の
連携強化

経済成長・
物流強化

地域安全保障の

エッセンシャル
ネットワーク

自動運転社会
の実現

2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な

基盤ネットワークシステム（WISENET）の実現

技術創造による多機能空間への進化

シームレスネットワークの構築

ワイズネット

ワイズネット

WISENET： World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered NETwork
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2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な

基盤ネットワークシステム

〇 シームレスネットワークの構築
〇 技術創造による多機能空間への進化

重点課題 国際競争力 国土安全保障 物流危機対応 低炭素化

基本方針

World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered 

NETwork

（ワイズネット） を目指して

＝

WISENET

高規格道路に求められる役割

●経済成長・物流強化 ●地域安全保障のエッセンシャルネットワーク
●交通モード間の連携強化 ●観光立国の推進
●自動運転社会の実現 ●低炭素で持続可能な道路の実現

WISENET2050概要 –WISENETの実現にむけて－
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高規格道路が作り出す新しい人口圏域を意識し、これまでの地域・ブロックの

概念を超えた圏域の形成を支援します。

高規格道路がつなぐ拠点人口により、これまでの地域を越えた新たな圏域を創出します。

300万人規模の

新圏域

【参考】三陸沿岸道路の整備効果

・東日本大震災後に事業化された三陸沿岸道路は、

事業着手後10年で全線開通し、仙台から八戸間が

約360㎞の高規格道路でつながりました。

＜直接効果と波及効果 三陸道の「６つの３」＞

・旅行速度：約３０km/hアップ

・交通事故：約３割へ減少

・三陸沿岸の教育旅行受入数：約３倍の差

・釜石港の利用企業数：約３０倍以上

・工場の新設・増設：約３００件

・新規の設備投資：約３，０００億円以上
出典：国勢調査（R2）

WISENET2050概要 –【参考】安全保障のエッセンシャルネットワーク－

単位：万人



■7月豪雨により、国道13号において土砂流入による通行止めが発生。また、国道47号では長期間の全面通行止めが発生。
■国道13号の尾花沢市毒沢地区が通行止め時は、東北中央道がダブルネットワークとして機能。
■新庄市～酒田市間の移動には、東北中央道及び国道112号が主な迂回路として機能。
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【①令和6年７月豪雨災害時の交通状況】
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至 郡山市
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【②山形・福島県間の交通状況】

■東北中央道開通に伴う県境間の流動変化■解析位置図 東北中央道および主な周辺道路のR6年開通状況
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■東北中央自動車道（福島～新庄）の開通により、国道13号から東北中央自動車道に交通が転換。
■時間経過に伴い、平日・休日ともに山形・福島県境部の交通量が増加。特に休日の交通量が増加。
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■更に詳細に、上下線で確認した結果、平日・休日ともに、双方向で交通量が増加。
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【②山形・福島県間の交通状況】
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出典：各年 山形県地価調査結果

■東北中央自動車道の整備とともに、沿線地域では工場の立地件数が増加。沿線地域における工業地の地価も上昇。
■沿線地域以外の地価は、回復傾向ではあるが10年前の価格に届いていない。
■沿線地域では10年前の地価を上回る結果となっており、県全体の工業地価を東北中央道沿線地域が押し上げている状況。
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R6.3供用

【③工業地地価の状況等】

南陽高畠～
山形上山

H31.4開通

回復傾向であるが、
10年前（H27年）の
地価には達してない

増加
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③東北中央自動車道沿線地域における工業地地価の状況等

①令和6年7月豪雨災害時における東北中央自動車道の交通状況

②東北中央自動車道開通に伴う山形・福島県間の交通状況

13

まとめ

■報告内容から、以下のようなことが言えると考察。

■大規模災害リスクへの対応に不可欠な高規格道路｢東北中央自動車道｣が、
｢地域安全保障のエッセンシャルネットワーク｣として機能

■｢東北中央自動車道｣が、県境を超えた新たな交流機会の創出を支援

■｢東北中央自動車道｣のネットワーク形成により、企業誘致が進展

地価上昇が沿線地域の資産価値を高め企業活動を支援

福島～新庄間に続き、今後、秋田県境部の事業が完成することで、３県を結ぶ高規格ネット
ワークが形成される。

東北中央自動車道は、人口減少や自然災害頻発化などの地域課題に対し、経済活動や安心安
全な暮らしの維持への貢献が期待される。

今後も、高規格道路ネットワーク形成による効果を分析・整理し資料を共有予定。

● 今後について



東根市

1,415

天童市

1,309

山形県

秋田県

福島県

山形市
401

米沢市
74

新庄市
4

上山市
586

長井市
31

戸沢村

村山市
277

寒河江市
622

尾花沢市
5

高畠町
456

白鷹町
34

飯豊町
3

最上町
4

西川町
13

朝日町
283

大江町
149

河北町
277

山辺町
86

中山町
135

鮭川村
2

大蔵村
1

小国町

真室川町
5

大石田町
14

金山町
1

舟形町
3

川西町
27

米沢北IC
～福島大笹生IC

H29.11開通

南陽高畠IC
～山形上山IC

H31.4開通

福島JCT
～福島大笹生IC

H28.9開通

金山道路 事業中

東根IC～東根北IC
H31.3開通

大石田村山IC
～尾花沢IC

H30.4開通

横堀道路 事業中
令和7年度開通予定

真室川雄勝道路
事業中

新庄金山道路 事業中
令和7年度開通予定

E48

E13

E13

村山本飯田IC
～大石田村山IC

R3.12開通

東根北IC
～村山本飯田IC

R4.10開通

南陽市
399

関東方面へ出荷

泉田道路
R4.11開通

■東北中央道沿線の置賜地域・村山地域の自治体は果物の主要産地として農業産出額が高く、増加傾向で推移している。
■全国有数の果物の産地として全国順位が上位の品目が多く、農業従事者一人あたりの農業産出額も増加傾向。
■多くが関東方面に出荷され、さくらんぼやデラウェアなど、首都圏においても高いシェアを誇る品目が多い。

出典：農林水産省 市町村別農業産出額

▼主要果実出荷量の山形県シェアと順位
（対全国）

69.9%

64.7%

10.1%

8.8%

8.2%

4.9%

0% 50% 100%

おうとう

西洋なし

スイカ

ぶどう

もも

りんご

出典：農林水産省統計 作物統計調査（R3）

１位

１位

３位

３位

４位

４位

出典：生産農業所得統計、農林業センサス

27 30 29 29 

42 

76 

103 

0

20

40

60
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120

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

(万円/人)

▼農業従事者一人当たりの農業産出額
（果実）

▼東京都中央卸売市場における山形県産取扱割合

＜さくらんぼ＞

92%

その他

8%

70%

その他

30%

＜デラウェア＞

出典：東京都中央卸売市場年報（R4）

▼東北中央道沿線市町村の農業産出額（果実）

：最上・村山・置賜・地域

：高速道路
：一般国道
：事業中区間

：ＩＣ、ＳＩＣ
：ＪＣＴ

○
◎

（高速道路）

1,000～
500～
100

農業産出額（R3）
単位：1,000万円

50
1～

伸び（R3/H26）

1.5～

1.2～1.5

1.0～1.2

～1.0

山形県
70%

山形県
92%

【参考】 農業 山形県における農業の現状
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電子, 

31.1%

食料, 

7.0%輸送, 

4.6%生産, 

9.6%

化学, 

4.8%

その他, 

43.1%

電子, 

14.6%

食料, 

11.5%

輸送, 

9.7%

生産, 

8.0%化学, 

6.4%

その他, 

49.9%

■製造品出荷額等における東北の全国シェアは5.8％。業種別でみると電子部品・デバイスは16.9％と高いシェアである。
■東北の業種別構成比をみても電子部品・デバイスの割合がもっとも多い。秋田県の業種別構成比における電子部品・デバイス

の割合は３割を超え県の主要産業である。その中でも半導体は特定重要物資に指定され更なる市場の拡大が見込まれる。
■横手市の半導体関連企業の取引企業数は増加傾向。山形市、上山市、米沢市など東中道沿線市との取引も創出。

【参考】 産業（電子部品・デバイス）取引企業数の変化

▼横手市内企業の取引企業数推移（半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置製造業）

15

▼横手市内企業と横手市外の取引状況の変化（半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置製造業）

出典：大手企業信用調査

▼製造品出荷額等の東北の全国シェア（2021年）

▼東北の製造品出荷額等の業種別構成比
（2021）

増加傾向

電子部品・デバイスが
３割を超える

▼秋田県の製造品出荷額等の業種別構成比
（2021)

16.9(2.93)

13.3(2.31)

13(2.26)

11.7(2.04)

11.6(2.01)

8.5(1.48)

8.2(1.42)

7.4(1.29)

7.3(1.27)

7.3(1.26)

6.6(1.15)

6.1(1.06)

5.9(1.02)

5.3(0.92)

5.1(0.89)

4.8(0.84)

4.6(0.79)

4.4(0.76)

4.1(0.71)

4(0.69)

3.9(0.67)

3.8(0.66)

3(0.52)

2.9(0.51)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

電子部品・デバイス・電子回路

なめし革・同製品・毛皮

情報通信機械器具

木材・木製品（家具を除く）

業務用機械器具

窯業・土石製品

ゴム製品

その他の

食料品

パルプ・紙・紙加工品

生産用機械器具

非鉄金属

飲料・たばこ・飼料

金属製品

家具・装備品

繊維工業

石油製品・石炭製品

プラスチック製品

印刷・同関連業

はん用機械器具

化学工業

電気機械器具

鉄鋼業

輸送用機械器具

(%)

※（ ）内の数字は、特化係数。
特化係数＝東北の構成比/全国の構成比

電子部品・デバイスの
割合が最も高い

出典：2022年経済構造実態調査（全事業所）

出典：経済センサス－活動調査（従業者４人以上）、工業統計調査（従業者４人以上）、2022年経済構造実態調査（全事業所）

製造業 全国比5.8％
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取材月日
村山市長
R6.9.30



取材月日
銀山温泉
R6.10.1



取材月日
トラック協会・航空電子
R6.11.8



取材月日
トラック協会
R6.11.8



おがち

年

［　　　　　    　　］

［　　　　　    　　］

［　　　　    　　］

年

年

東北中央道の I Cから2km圏内もしくは国道 13号沿線（計画含む）にある道の駅を掲載
トンネル工事、埋蔵文化財調査が順調に進んだ場合

観光客の推移

首都圏の食を支える県産農産物S

(仮称 )

(仮称 )
(仮称 )

(仮称 )

S

最上・村山・置賜地域のうち、 

東北中央道沿線市町村が

約７割を占める

■東北中央自動車道の整備により、

主に村山・最上地域の山形県産農産

物（野菜・果物）の首都圏出荷時に

は、東北中央自動車道と山形自動車

道及び東北自動車道を状況に応じた

経路選択が可能となり、農産物の配

送遅延の回避など輸送安定化に寄与

東北中央自動車道の整備により、沿線地域の産業・観光の振興・農産物の輸送安定化に寄与。

おがち

十文字

山形県産の農産物の

 首都圏出荷向けが

   約６割を占める

千人

千人

最上地域及び尾花沢市

の温泉地において関東

から来訪者が増加




